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 (百万円未満切捨て) 
１．2026年７月期中間期の業績（2025年８月１日～2026年１月31日） 

（１）経営成績 (％表示は対前年同中間期増減率) 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2026年７月期中間期 1,283 102.7 74 － 66 － 42 － 

2025年７月期中間期 633 △7.6 △21 － △25 － △20 － 
 

 
１株当たり 
中間純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
中間純利益 

 円 銭 円 銭 

2026年７月期中間期 211.94 － 

2025年７月期中間期 △100.03 － 

(注) １．2025年７月期中間期の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、１株当たり中間純損失であ
り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

 
２．2026年７月期中間期の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。 
 

（２）財政状態  

 総資産 純資産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

2026年７月期中間期 1,265 315 24.9 

2025年７月期 1,484 273 18.4 

(参考) 自己資本  2026年７月期中間期 315 百万円   2025年７月期 273 百万円 
 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

中間期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭  円 銭 

2025年７月期 0.00 0.00 0.00 
2026年７月期 0.00   
2026年７月期(予想)  0.00 0.00 
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 
３．2026年７月期の業績予想（2025年８月１日～2026年７月31日） 

 (％表示は対前期増減率) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 1,835 11.7 91 208.6 74 352.3 49 381.9 245.07 

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

  

  



 
 

※ 注記事項 

 

（１）中間財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 ① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無 

 ② ①以外の会計方針の変更 ： 無 

 ③ 会計上の見積りの変更 ： 無 

 ④ 修正再表示 ： 無 
 
（３）発行済株式数（普通株式）       

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年７月期中間期 200,000 株 2025年７月期 200,000 株 

② 期末自己株式数 2026年７月期中間期 - 株 2025年７月期 - 株 

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年７月期中間期 200,000 株 2025年７月期中間期 200,000 株 

 

※ 中間決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる場合があります。 

業績予想のご利用にあたっての注意事項については、中間決算短信（添付資料）３ページ「（３）業績予想などの将

来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当中間決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当中間会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善等を背景に、緩やかな回復基調を維持しました。その一

方で、原材料価格やエネルギー価格の高止まり、物価上昇による家計や企業の費用負担の増加や米国の通商政策の影響な

ど、依然として先行きは不透明な状況が続いております。 

住宅市場においても、国土交通省発表の2025年１月から2025年12月までの新設住宅着工数（全国の持家）は201,285戸

（前年比7.7％減）と４年連続の減少となりました。同様に当社の主要販売エリアとなる熊本県においても3,671戸（前年

比10.4％減）となっており、減少傾向が続いております。 

このような環境の中、戸建住宅事業においては、2025年４月からの建築基準法改正に伴う確認申請の審査期間の長期化

に対し、社内体制の整備に取り組んでまいりました。これにより、前期に進行が遅れていた案件については当中間会計期

間の売上に反映され、新規案件についても大きな影響はなく、計画どおりに進めてまいりました。また、建築事業におい

ては、福岡営業所を開設し、営業エリアを熊本県外へと拡大したことにより、新規受注の増加につながりました。 

これらの結果、当中間会計期間の売上高は1,283,871千円（前年同期比102.7％増）、営業利益は74,698千円（前年同期

は営業損失21,280千円）、経常利益は66,677千円（前年同期は経常損失25,385千円）、中間純利益は42,387千円（前年同

期は中間純損失20,005千円）となりました。 

当社は、建設事業のみの単一セグメントであるため、セグメント別の概況の記載を省略しております。 

 

（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況 

(流動資産) 

当中間会計期間末における流動資産の残高は1,070,580千円（前事業年度末は1,299,772千円）となり、229,191千円

減少しました。これは主に、仕掛販売用不動産が214,236千円、販売用不動産が33,923千円減少したことによるもので

す。 

(固定資産) 

当中間会計期間末における固定資産の残高は195,165千円（前事業年度末は184,976千円）となり、10,188千円増加し

ました。これは主に、車両運搬具が11,036千円、繰延税金資産が3,107千円増加した一方で、建物が4,493千円減少した

ことによるものです。 

(流動負債) 

当中間会計期間末における流動負債の残高は806,135千円（前事業年度末は1,090,908千円）となり、284,773千円減

少しました。これは主に、未払法人税等が27,764千円、契約負債が15,453千円増加した一方で、短期借入金が268,100

千円、工事未払金が82,854千円減少したことによるものです。 

(固定負債) 

当中間会計期間末における固定負債の残高は143,949千円（前事業年度末は120,566千円）となり、23,382千円増加し

ました。これは主に、長期借入金が17,762千円、その他固定負債が11,057千円増加した一方で、社債が5,000千円減少

したことによるものです。 

(純資産) 

当中間会計期間末における純資産の残高は315,661千円（前事業年度末は273,273千円）となり、42,387千円増加しま

した。これは、中間純利益42,387千円の計上により利益剰余金が増加したことによるものです。 

 

②キャッシュ・フローの概況 

当中間会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」といいます。）は、193,677千円（前事業年度末は

186,639千円）であり、前事業年度末と比較し7,037千円の増加となりました。 

各キャッシュ・フローの状況と主な要因は以下のとおりです。 

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動の結果、獲得した資金は266,677千円（前年同期は154,514千円の使用）となりました。これは主に、棚卸資

産の減少額250,059千円、税引前中間純利益の計上67,177千円があったことによるものです。 
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(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動の結果、使用した資金は4,591千円（前年同期は27,844千円の獲得）となりました。これは主に、有形固定

資産の取得による支出3,042千円、保険の積立による支出1,423千円、定期預金の預入れによる支出1,200千円があった

一方で、有形固定資産の売却による収入1,500千円があったことによるものです。 

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動の結果、使用した資金は255,048千円（前年同期は97,718千円の獲得）となりました。これは主に、短期借

入金の純減額268,100千円、長期借入金の返済による支出24,438千円、社債の償還による支出10,000千円があった一方

で、長期借入れによる収入50,000千円があったことによるものです。 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2026年７月期の業績予想につきましては、2025年９月12日付「2025年７月期決算短信」で公表いたしました業績予想に

変更はありません。 

なお、上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今

後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。  
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２．中間財務諸表及び主な注記 

（１）中間貸借対照表 
(単位：千円) 

 
前事業年度 

(2025年７月31日) 

当中間会計期間 

(2026年１月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 213,639 221,877 

受取手形 - 3,630 

電子記録債権 - 18,690 

完成工事未収入金 62,610 56,649 

契約資産 124,372 112,643 

販売用不動産 409,204 375,280 

仕掛販売用不動産 458,763 244,526 

貯蔵品 128 125 

未成工事支出金 5,782 7,587 

前渡金 1,700 4,000 

前払費用 5,233 10,342 

その他 18,336 15,228 

流動資産合計 1,299,772 1,070,580 

固定資産   

有形固定資産   

建物(純額) 96,588 92,095 

構築物(純額) 6,519 5,816 

機械及び装置(純額) 538 507 

車両運搬具(純額) 18,332 29,368 

工具、器具及び備品(純額) 1,902 2,676 

土地 30,910 29,910 

リース資産 1,874 1,913 

有形固定資産合計 156,666 162,287 

無形固定資産   

ソフトウェア 3,857 3,484 

リース資産 1,264 948 

無形固定資産合計 5,122 4,432 

投資その他の資産   

出資金 60 60 

長期前払費用 90 718 

繰延税金資産 2,428 5,535 

その他 20,609 22,130 

投資その他の資産合計 23,188 28,445 

固定資産合計 184,976 195,165 

資産合計 1,484,749 1,265,746 
  



株式会社ネオホーム(172A) 

2026 年７月期 中間決算短信 
 

―5― 
 

(単位：千円) 

 
前事業年度 

(2025年７月31日) 

当中間会計期間 

(2026年１月31日) 

負債の部   

流動負債   

工事未払金 197,968 115,114 

短期借入金 750,600 482,500 

１年内返済予定の長期借入金 45,540 53,340 

１年内償還予定の社債 20,000 15,000 

契約負債 47,949 63,402 

未払金 7,836 12,276 

未払費用 8,413 13,383 

未払法人税等 104 27,868 

未払消費税等 5,758 9,663 

預り金 5,293 11,988 

リース債務 1,445 1,597 

流動負債合計 1,090,908 806,135 

固定負債   

長期借入金 78,159 95,921 

社債 25,000 20,000 

リース債務 2,065 1,608 

資産除去債務 8,306 8,326 

その他 7,035 18,092 

固定負債合計 120,566 143,949 

負債合計 1,211,475 950,084 

純資産の部   

株主資本   

資本金 20,000 20,000 

利益剰余金   

利益準備金 3,000 3,000 

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 250,273 292,661 

利益剰余金合計 253,273 295,661 

株主資本合計 273,273 315,661 

純資産合計 273,273 315,661 

負債純資産合計 1,484,749 1,265,746 
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（２）中間損益計算書 
 

  (単位：千円) 

 

前中間会計期間 

(自  2024年８月１日 

至  2025年１月31日) 

当中間会計期間 

(自  2025年８月１日 

 至  2026年１月31日) 

売上高   

完成工事高 548,719 793,258 

兼業事業売上高 84,521 490,613 

売上高合計 633,240 1,283,871 

売上原価   

完成工事原価 447,217 623,673 

兼業事業売上原価 64,515 426,336 

売上原価合計 511,732 1,050,009 

売上総利益 121,507 233,861 

販売費及び一般管理費 142,788 159,163 

営業利益又は営業損失（△） △21,280 74,698 

営業外収益   

受取利息 13 186 

解約金収入 45 363 

助成金収入 300 300 

補助金収入 770 - 

保険金収入 711 821 

その他 119 267 

営業外収益合計 1,960 1,939 

営業外費用   

支払利息 5,313 8,497 

支払保証料 511 600 

社債利息 240 162 

その他 - 700 

営業外費用合計 6,065 9,960 

経常利益又は経常損失（△） △25,385 66,677 

特別利益   

固定資産売却益 - 500 

特別利益合計 - 500 

特別損失   

固定資産売却損 2,096 - 

特別損失合計 2,096 - 

税引前中間純利益又は税引前中間純損失(△) △27,481 67,177 

法人税、住民税及び事業税 106 27,897 

法人税等調整額 △7,582 △3,107 

法人税等合計 △7,475 24,789 

中間純利益又は中間純損失(△) △20,005 42,387 
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（３）中間キャッシュ・フロー計算書 
 

  (単位：千円) 

 

前中間会計期間 

(自  2024年８月１日 

至  2025年１月31日) 

当中間会計期間 

(自  2025年８月１日 

 至  2026年１月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前中間純利益又は税引前中間純損失(△) △27,481 67,177 

減価償却費 13,590 11,808 

賞与引当金の増減額(△は減少) 20 - 

受取利息 △13 △186 

支払利息 5,313 8,497 

社債利息 240 162 

固定資産売却益 - △500 

固定資産売却損 2,096 - 

売上債権の増減額(△は増加) 33,042 △16,358 

契約資産の増減額(△は増加) 1,890 11,728 

棚卸資産の増減額(△は増加) △155,097 250,059 

仕入債務の増減額(△は減少) △55,089 △82,854 

未払金の増減額(△は減少) 19,004 1,717 

契約負債の増減額(△は減少) 41,401 15,553 

未払消費税等の増減額(△は減少) 1,427 5,520 

その他 △19,162 2,686 

小計 △138,817 275,012 

利息及び配当金の受取額 13 186 

利息の支払額 △5,249 △8,389 

法人税等の支払額 △10,461 △132 

営業活動によるキャッシュ・フロー △154,514 266,677 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入れによる支出 △11,500 △1,200 

有形固定資産の取得による支出 △2,989 △3,042 

有形固定資産の売却による収入 46,181 1,500 

無形固定資産の取得による支出 △1,418 △327 

保険の積立による支出 △1,408 △1,423 

その他 △1,022 △98 

投資活動によるキャッシュ・フロー 27,844 △4,591 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額(△は減少) 109,000 △268,100 

長期借入れによる収入 60,900 50,000 

長期借入金の返済による支出 △59,436 △24,438 

割賦債務の返済による支出 △2,397 △1,749 

リース債務の返済による支出 △347 △760 

社債の償還による支出 △10,000 △10,000 

財務活動によるキャッシュ・フロー 97,718 △255,048 

現金及び現金同等物の増減額(△は減少) △28,951 7,037 

現金及び現金同等物の期首残高 171,560 186,639 

現金及び現金同等物の中間期末残高 142,608 193,677 
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（４）中間財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記) 

該当事項はありません。 

 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記) 

該当事項はありません。 

 

(セグメント情報等) 

当社の事業セグメントは、建設事業のみの単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しております。 

 

(重要な後発事象) 

該当事項はありません。 
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